
授業科目名 担当講師名 対象学年 
認知症の理解Ⅱ 喜入 厚 ３年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 １（30） ３年生教室 後期  不定期  不定期 

実務経験 本科目は、医師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 認知症、脳、心理、ＢＰＳＤ、家族、コミュニケーション、認知症ケア 

到達目標及び及び 
事前学習 

認知症に関する基礎的知識を習得するとともに、認知症のある人

の体験や意思表示が困難な特性を理解し、本人のみならず家族を

含めた周囲の環境にも配慮した介護の視点を学習する。  
授業計画（コマ） 授  業  内  容  

１ パーソン・センタード・ケア 

２ 認知症の人の理解と認知症の人の特性をふまえたアセスメント・ツール 

３ 認知症の人とのコミュニケーション 

４ 認知症の人へのケア 

５ 清潔保持のケア 

６ 認知症の人への様々なアプローチ 

７ 認知症の人の終末期医療と介護 

８ 環境づくり 

９ 心地よい環境づくり 

１０ 家族への支援 

１１ 介護福祉職への支援 

１２ ケアモデルを実践するための環境整備 

１３ 制度、サービス、機関、地域づくり 

１４ 多職種連携と協働 

１５ 多職種連携と協働の実践 

１６ まとめ（終講試験） 

履修上の要件   
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使用機器等  

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


